



































































































































































































































































というと…    
 
自分の心理を調整する能力 
     ↓ 
調整は何か大きなことがあったときのや
り方 
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相手：女 23才 日本＊＊大学三年生  中国人  










































































以下に示す例は，Ａの対話メモについてのディスカッションの抜粋である。             
（Ｔ：担当者 Ｅ・Ｃ・Ｄ：4βの受講生） ［2006年6月20日（火）授業音声記録
より］ 
Ｔ：この中だと「楽観」が何かよくわからないんですけど。 
Ａ：彼女悲しいことがあったら自分の気持ちを自分で調整できます。 
Ｔ：Ａさんの考える「楽観」というのは自分の気持ちを調整できるという
こと？ 
Ａ：「楽観」の心理には二つある。生まれつきと調整能力。 
Ｔ：生まれつきもっている「楽観」はどういうもの？ 
Ａ：生まれつきは…，自分の性格明るい。 
Ｔ：他の人はどういうのが「楽観」？意見は･･･ 
Ｃ：子供のにっこり。 
Ｅ：積極的なやり方 
Ａ：「楽観」の意味は…，ええ…（辞書を引き出す）全てのことをよく考
えること。将来について明るい希望的な見通しつけること。 
Ｔ：辞書はそうですね。他の人はどうですか？ 
Ｃ：将来について心配しない人。明るいこと考えること。私にとっては今
帰国すること。 
Ｄ：悪いことが起こってもいい点を見ること。 
Ｃ：Ａさんにとって将来の明るい希望は何ですか？ 
Ｄ：対話したら自分の性格が変わったかを書いたほうがいい。 
79
Ａ：それについては今から考えて書く。性格は急には変わらない。この対
話ではどんな影響をもらったかが大切。それについて考えるのが目的。将
来のことはまだ考えてない。 
（略） 
Ｔ：性格は変わらないかもしれないけど，影響を受けたことはあるかもし
れませんね。今何か考えがある？ 
Ａ：はい。それが一番大事なことです。困ったことがあったら逃げない。 
Ｔ：「楽観」は自分の心を調整する能力と言っていたことは，最初の楽観
についてのＡさんの考えだと思う。私はそう考えなかったので，それがＡ
さんの考え方だと思った。 
Ａ：調整は何か大きなことがあったときのやり方，方法。 
Ｔ：それが強く生きるために必要な方法？ 
Ａ：はい。 
Ｔ：Ｂさん（対話相手）にとっての「楽観」は？ 
Ａ：お父さん守りたい。お母さんがなくなって変わったこと。バイトして
困ったときに調整できる。いつもにこにこしている。明るくて楽しそう。 
Ｔ：みなさんはどう思った？Ｂさんは「楽観」だと思う？ 
Ａ；たぶん彼女，お母さん亡くなる前この性格でないと思います。これは
今の彼女の生き方。 
Ｃ：何度も言ってますけど，Ａさんはいつも悪いことによって楽観的なも
のの見方ができると言う。でも他の楽観もできる。なぜ人が亡くならなけ
ればいけない？ 
Ａ：でも大変なことがあるから，この人の性格が強いかどうか分かります。
もし生活が順調だったら強いかどうかわからない。もしずっと順調だった
ら，この人どうやってよく考える。 
Ｄ：分かりました。私は自分の性格楽観的だと思っている。でも，私は大
変なことがなかた。だから，もし両親が死んだら分からない。どう生きて
続けるか分からない。もちろん楽観的な見方を持っていたいけど，できる
か分からない。 
Ａ：動機は「大きなことがあったらどう生きるか」。それは自分の生き方。
とにかく生きてください。楽観は中心じゃない。動機は大きいことがあっ
たらどう生きるということ。一番いいのは楽観。 
